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村
水
道
事
業
・
村
農
業
集

落
排
水
事
業
運
営
審
議
会
か
ら

村
に
答
申

草
野
幼
稚
園
・
飯
樋

幼
稚
園
「
修
了
式
」
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▲�草野小に設置したハイブリッド型
電灯を見学する子どもたち

▲熱戦を繰り広げる選手たち

定
し
た
「
飯
舘
村
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
事
業
計
画
に

基
づ
き
村
が
主
催
し
た
も
の
で
、

昨
年
、
村
が
草
野
小
へ
太
陽
光
と

マ
イ
ク
ロ
風
車
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
電
灯
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、

今
回
は
同
校
の
子
ど
も
を
対
象
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
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消
防
飯
舘
分
署
（
本
間
英
世
分
署
長
）

で
は
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
の
行
事
と

し
て
、「
火
の
用
心
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

を
草
野
の
「
ふ
れ
あ
い
交
流
館
た
て
や
ま
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
家
庭
か
ら
の
出

火
防
止
を
目
的
に
、
飯
舘
分
署
が
村
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
協
会
（
大
東
正
男
会
長
）
の
協

力
を
得
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
村
内
９
チ
ー
ム
（
70
人
）
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
で
は
消
火
器
を
使
っ
た
初

期
消
火
訓
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、
平
成
23

年
５
月
末
ま
で
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
、

署
員
が
参
加
者
に
説
明
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

優　
勝
・
二
枚
橋
・
須
萱
チ
ー
ム
、
準
優
勝
・

佐
須
チ
ー
ム
、
第
３
位
・
宮
内
チ
ー
ム

　

公
民
館
で
「
子
ど
も
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
学
習
会
」
が
開
か

れ
、
草
野
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
23
人
と
保
護
者
５
人
の

計
28
人
が
参
加
し
、
環
境
に

太陽の熱で卵が焼けたよ

子
ど
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
会

火の用心
 ゲートボール大会

優
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
17
年
度
に
策

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

を
話
し
合
う
な
ど
、こ
の
日
は
工
作
体
験
や
見
学
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
太
陽
や
風
な
ど
、

自
然
の
力
は
す
ご
い
と
思
っ
た
」、「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

な
ど
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ス
ト
の
小
澤
祥
司
さ
ん
が
講
師
を
務

め
、
は
じ
め
に
太
陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
が
太
陽
の
熱

を
利
用
し
て
卵
を
焼
い
た
り
調
理
が
で
き

る
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
や
、
風
力
発
電
の

プ
ロ
ペ
ラ
に
似
た
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
作
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
草
野
小
学
校
へ
移
動
し
て

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
電
灯
を
見
学
し
た
り
、

▲ソーラークッカーを作る子どもたち

▲別れの歌を歌う卒業生たち ▲島校長から卒業証書を受け取る卒業生

▲荒川園長から修了証書を受け取る修了児 ▲在園児や先生に見送られて退場する修了児

▲荒川校長から卒業証書を受け取る卒業生 ▲別れの歌を歌う卒業生たち

　

答
申
結
果

　

ど
ち
ら
の
料
金
も
今
回
の
改
定
は
見
送
る
。

　

水
道
料
金
は
、
16
年
度
に
改
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
年

間
の
経
常
経
費
が
賄
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
は
改
定

せ
ず
３
年
後
に
再
度
見
直
し
を
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
金
は
、
ま
ず

飯
樋
地
区
の
接
続
促
進
が
前
提
で
あ
り
、
今
回
は
改
定
し

な
い
。

　

同
審
議
会
で
は
、
村
か
ら
の
諮
問
後
４
回
の
会
議
を
開

催
し
、
各
料
金
・
使
用
料
金
の
見
直
し
や
経
営
内
容
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

▲村長へ答申する庄司会長
　

村
が
、
昨
年
10
月
に

村
水
道
事
業
運
営
審
議

会
・
村
農
業
集
落
排
水

事
業
運
営
審
議
会
（
庄

司
和
明
会
長
）
へ
諮
問

し
て
い
た
、
水
道
料
金

と
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
使
用
料
金
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
同
審
議

会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

204人のみんな卒業・修了おめでとう！
３
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飯
舘
中
学
校

「
卒
業
証
書
授
与
式
」

「
今
回
の
料
金
改
定
は
…

　
　
　
　

見
送
り
ま
す
」

卒
業
生
78
人

　
村
内
の
小
・
中
学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
、
幼
稚
園
で
修
了
式
が

開
催
さ
れ
、
卒
業
生
・
修
了
児
た
ち
が
希
望
と
思
い
出
を
胸
に
抱
き
、

思
い
出
の
学
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。３

16
修
了
児
・
草
野
幼
稚
園
30
人
、
飯

樋
幼
稚
園
19
人

草
野
小
学
校
・
飯
樋
小

学
校
・
臼
石
小
学
校

「
卒
業
証
書
授
与
式
」

３
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卒
業
生
・
草
野
小
学
校
34
人
、
飯

樋
小
学
校
30
人
、
臼
石
小
学
校

13
人

３
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「
記
念
セ
ミ
ナ
ー
」
が

商
工
会
館
で
開
か
れ
、

部
員
や
村
民
な
ど
25
人
が
聴

講
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
の
㈱

Ｏ
ｎ
ｅ 

ｏ
ｎ 

Ｏ
ｎ
ｅ
（
南
相

馬
市
）
代
表
の
佐
藤
倫
子
さ
ん

が
「
春
が
来
た
！
色
は
毎
日
の

暮
ら
し
を
彩
る
。
あ
な
た
を
変

え
る
色
の
パ
ワ
ー
」
と
題
し
、

「
オ
レ
ン
ジ
・
黄
色
は
食
欲
増

進
」、「
紫
色
は
落
ち
着
く
た
め

寝
室
向
き
」、「
赤
は
パ
ワ
ー
が

出
る
」、「
緊
張
し
て
い
る
時
は

ブ
ル
ー
が
良
い
」
な
ど
、
生
活

環
境
や
そ
の
時
の
精
神
状
態
に

合
わ
せ
た
色
を
与
え
る
こ
と

2627

誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（２月 21日から３月 20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し
出てください。

ひとのうごき
（平成 19年３月１日現在）

	　	 今　月	 昨年同期	

	男	 3265 人	 3323 人	

	女	 3278 人	 3352 人	

	計	 6543 人	 6675 人	

	　	 1740 戸	 1736 戸

人　口

世帯数

（平成 17 年国勢調査に基づき増減された現住人口）

（－１人）

（－ 11 人）

（前月比）

（－ 12 人）

（－ 7 戸）

◆◆◆２月１日〜28日までの人口動態	◆◆◆
	 転入	 12 人	 転出	 23 人
	 出生	 5 人	 死亡	 6 人

	 赤ちゃんのなまえ	 親の氏名	 行政区

庄司大
ひろむ

夢くん	 裕憲・麻希	 伊　丹　沢

渡邊瑛
てるもと

元くん	 和則・志津子	 関　　　沢

冨山眞
しんじ

侍くん	 正弘・薫	 草　　　野
すくすくと元気に育ってね

	 氏　　　名	 年　齢	 行政区

	菅　野　サ　タ	 87	 佐　　　須

	中　島　テ　ル	 87	 比　　　曽

	渡　邊　　　汝	 90	 伊丹沢（小宮）

	佐　藤　賢　子	 73	 上　飯　樋

	江　藤　幸　由	 59	 小　　　宮

	阿　部　八　郎	 83	 佐　　　須

	小　野　とよせ	 87	 小　　　宮
ご冥福をお祈り申し上げます

	 氏　　　名	 行政区

冨　山　正　弘	 草　　　野

植　杉　　　薫	 草　　　野

細　川　　　勉	 伊　丹　沢

菅　野　尚　美	 関　　　沢
いつまでもお幸せに

３
８

　
「
あ
い
の
沢
」
で
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
、
部
員
ら
が
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
２
本
を
園
内
の
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
植
え
ま
し
た
。

　

記
念
植
樹
で
は
、
は
じ
め
に
高
橋

け
い
子
部
長
が
「
こ
の
木
が
た
く

さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
木
に
負
け

な
い
よ
う
私
た
ち
も
生
涯
の
花
を

咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

来
賓
の
菅
野
村
長
が
「
こ
の
木
を

大
切
に
し
て
景
観
づ
く
り
や
公
園

づ
く
り
を
進
め
、
こ
の
木
の
下
で

多
く
の
愛
が
芽
生
え
、
愛
が
進
む

よ
う
な
事
業
を
組
み
立
て
て
い
き

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、部
員
ら
が
見
守
る
中
、

高
橋
部
長
と
菅
野
村
長
が
エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
て
、
女
性
部

の
設
立
30
周
年
を
祝
い
、
今
後
の

発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

「
早
ね
・
早
お
き
・

　

 

朝
ご
は
ん
」宣
言

　

人
間
に
と
っ
て
毎
日
の
「
習
慣
づ
け
」

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
食
物
の
勉
強
、
い
わ

ゆ
る
「
食
育
」
が
大
事
と
も
言
わ
れ
る

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
近
頃
の
食
べ
物

は
、
昔
と
は
随
分
違
っ
て
き
て
い
て
、

決
し
て
「
体
に
良
い
」
と
い
う
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

特
に
子
ど
も
の
場
合
、
朝
ご
は
ん
を

食
べ
な
い
で
学
校
へ
来
て
勉
強
に
身
が

入
ら
な
か
っ
た
り
、
怒
り
や
す
く
キ
レ

や
す
い
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う

話
も
聞
か
れ
て
い
る
昨
今
で
す
。

　

飯
舘
村
で
も
、
小
・
中
学
生
の
「
朝

ご
は
ん
」
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
食
べ
な
い
で
学
校
へ
」
は
小
・
中

学
校
と
も
１
～
２
人
で
し
た
が
、「
時
々

食
べ
な
い
で
来
る
」
と
答
え
た
子
ど
も

が
６
～
７
人
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
今
回
「
早
ね
・
早

お
き
・
朝
ご
は
ん
運
動
を
進
め
る
村
」
を
、

３
月
議
会
で
議
員
全
員
の
賛
成
を
得
て

「
宣
言
」
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
下
で
も
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
全
国
的
に
も
ま
だ
３
例
ぐ
ら
い

し
か
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
宣
言
」
の
本
当
の
目
的
は
、

私
た
ち
の
毎
日
の
食
事
の
大
切
さ
を
も

う
一
度
認
識
し
て
健
康
づ
く
り
を
進
め

よ
う
と
い
う
こ
と
と
、
親
の
子
ど
も
へ

の
向
き
合
い
方
を
も
う
一
度
見
直
し
て

み
る
機
会
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
の

「
宣
言
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
宣
言
の
目
玉
事
業
の
一
つ
と
し

て
、「
弁
当
の
日
」
が
あ
り
ま
す
。
小
学

生
の
高
学
年
は
、
１
学
期
に
１
回
、
自

分
で
台
所
に
立
ち
、
家
族
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
で
も
自
分
で
弁
当
を

作
っ
て
持
っ
て
来
る
と
い
う
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
台
所
に
立
ち
、
料
理

の
仕
方
を
覚
え
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、

親
へ
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
、
食
べ
物

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
の
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

大
変
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
ぞ
絶
大
な

る
ご
協
力
を
。

　

平
成
19
年
３
月
29
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

▲今回協定を結んだ５組の家族

家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
働
く
条
件
が

明
確
に
な
り
、
農
業
経
営
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
６
月
か
ら
は
、
家
族
経
営

協
定
を
結
ぶ
一
定
の
要
件
の
下
に
、
女

性
や
後
継
者
も
経
営
主
と
共
同
で
農
業

経
営
改
善
計
画
の
申
請
・
認
定
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
家
生
活
に
お
い
て
、

「
家
族
経
営
協
定
」
や
「
女
性
認
定
農

業
者
」
は
、
農
業
に
対
す
る
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
家
族

で
、
地
域
で
話
し
合
い
、
み
ん
な
が
い

き
い
き
と
輝
く
農
家
生
活
の
実
現
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

▲協定書に押印して協定を結ぶ家族

い
き
い
き
と
輝
く
農
家
経
営
を
目
指
し
て

　

農
業
を
魅
力
あ
る
職
業
と
し
、
経
営

を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
慣
習

的
な
経
営
か
ら
抜
け
出
し
、
家
族
が
共

通
の
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体

的
な
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

こ
の
た
び
村
内
の
農
家
５
組
（
新
規

４
組
、
変
更
１
組
）
の
家
族
が
、
村
農

業
委
員
会
長
（
北
原
経
会
長
）
立
会
い

の
も
と
、
役
場
会
議
室
で
、
そ
れ
ぞ
れ

「
家
族
経
営
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
の
間
で

農
作
業
や
暮
ら
し
の
役
割
分
担
、
労
働

条
件
、
経
営
計
画
な
ど
の
取
り
決
め
を

す
る
こ
と
で
す
。こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、

記念セミナーと記念植樹
商工会女性部設立30周年記念事業

▲セミナーのようす

３
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で
、
自
分
や
周
り
の
気
分
・
雰
囲

気
が
変
わ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

２
27

５
組
の
家
族
が「
家
族
経
営
協
定
」を
締
結

▲木に土をかける菅野村長（左）と高橋部長（右）


